
北海道旧 212 市町村訪問達成！ 

 

 

平成の大合併前、北海道は 212 市町村でした。合併によって 179 市町村に改変されました。 

 

 

179 市町村訪問は 2024 年 11 月の上川町図書室で達成しています。途中、旧 212 市町

村を訪れる機会もあり、ならばと、昨年は重点的に訪れました。 

 

そして本年 5 月、最後に訪れたところが釧路市音別です。当初昨年の 10 月予定だったので

すが、私の体調不良や JR が線路破損による運休で延期になっていました。音別についてはい

ずれコラムの釧路編で書くこととして、212 から 179 になり、20 年間でどんな景色が見え

たかを少し綴ります。 

 

音別のように飛び地による合併した自治体は釧路市、伊達市、日高町などがあります。住民は

当初戸惑ったようですが今ではすっかり慣れています。 

大きな自治体が小さな自治体を吸収するような自治体は多いかもしれません。函館市、北見

市、名寄市、士別市などでしょうか。他にもたくさんあります。 
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合併した小さな旧自治体の人口減少は特に顕著です。結果当時公民館図書室など設置してい

たにも関わらず、人口減少と老朽化によって無くなってしまった地区もあります。枝幸町の歌

登などでしょうか。逆に名寄市と合併した風連町は、学校図書館と公共図書館を１つの空間に

した新たな運営方法で頑張っています。本館よりも新しく綺麗な図書館です。風連については

名寄図書館のコラム（Vol.20）で触れましたよね。  

名寄に限らず人口減少の問題によって学校の編成が激変しているのが今日の流れかもしれま

せん。小学校と中学校を一緒にして 9 年間の義務教育校。その学校図書館の運営方法に学校現

場はどのような方法が良いのか。我が町はどの町に似ているか？サンプルになるか？を皆さん

調査しています。とにかく子供がいない、今年何人産まれたか？など切実です。 

 

そこへ公共図書館も一緒にしてしまおうという動きも根強いのですが、公共と学校図書館の

運営や方針は全く異なります。例えば名寄の風連、安平町の早来は全く方針が異なります。 

私は普段学校図書館には訪問していませんが、このように公共と一緒に運営している場合は

当然視察しています。 

 

公民館はどこも老朽化が激しく、コミュニティセンターなどにした複合施設で改修している

施設は、それなりに住民利用者の出入りを見かけます。これは平成の大合併とは関係ないと思

いますが、地方の公民館は閑散としていて、その中に照明の消えた図書室がひっそり佇んでい

ます。逆に利用者は一人もいないのに、スタッフは何人もいて、照明も煌々とついている図書

館もあります。何が正しく、何がおかしいのか、それぞれの町の事情があるので一概には言え

ませんが、住民が平等に読書できる、生涯学習ができる環境作りは大事にしてもらいたいです。 

石狩市と合併した浜益村の図書館へ訪れると、本館からの情報がたくさんあり、配布もされ、

しっかり本館のケアが行き届いています。本館から浜益まで、業務含めたケアには 1 日フルに

時間を要します。でもこのこまめなフォローがその地域の住民への大切なサービスです。この

当たり前が大事です。 

 

北海道 179 全市町村へは既に 2 度目 3 度目訪れ始めています。このコラムでは一番最近訪

れた時期を基本に書いています。1 度しか行ってなくて、時間が経過すると図書館の事情も変

わり、私の記録も怪しくなりますので、なるべく 2 度は行くように努力をしています。留寿都、

月形、奈井江、浦幌、弟子屈、清里、初山別など怪しいかな。厚真や白糠のように現在改修工

事に入っているところもあります。 

 

自分のペースで北海道を旅して、その町に図書館があって、その図書館員とお話して、館内を

見学して、その町の美味いものを食べる。これに尽きるでしょう。 

 

加藤 重男 


